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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、要介護度に対応した電子介護記録作成を可能にする介護記録用辞書
の開発である。当該年度の当初計画では、介護老人保健施設の現場で生じる膨大な介護記録
データ(以下、介護ライフログ)を集積し、その内容の分析（テキストマイニング）を実施することであった。30
年度はデータを抽出できたが、新型コロナ感染症の影響で介護従事者と対面での辞書改正手法のガイドライン作
成も困難であった。ネットミーテイングによる介護従事者との協議も進展しなかった。このため抽出したデータ
を用いた介護の語彙分析を行い、その成果を発表した。論文として、英語論文として7本、日本語論文として10
本を発表した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to develop a dictionary for long-term care 
records that enables the creation of electronic long-term care records according to the degree of 
long-term care required. In the initial plan for the year, a huge amount of long-term care records 
generated at the site of the Long-Term Care Health Facility
It was to collect data (hereinafter referred to as "long-term care life log") and analyze its 
contents (text mining). Although data could be extracted in 2018, it was difficult to create 
guidelines for dictionary revision methods face-to-face with care workers due to the effects of the 
covid-19 infection. Talks with care workers through net meeting also did not progress. Therefore, we
 conducted a vocabulary analysis of long-term care using the extracted data and announced the 
results. As papers, 7 English papers and 10 Japanese papers were published.

研究分野： 医療情報

キーワード： 電子介護記録　テキストマイニング

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、要介護度に対応した電子介護記録作成を可能にする介護記録用辞書の開発である。研究初年度
はテキストの介護記録の抽出と介護記録用辞書を初稿を作成できた。
しかし、それ以降は新型コロナ感染症により、研究手法を変更した。その結果、抽出したデータをデータマイニ
ング（シーケンシャルパターンマイニング）の手法で解析した。
その結果、時系列的に介護の必須パターンを得ることが可能となった。必須パターンを得ることで、今まで困難
とされていた介護の標準化が可能となることが示唆できたことは、学術的に意義がある。介護が標準化されるこ
とで、人・モノ・金の適正化を推進できる社会的意義もある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
情報技術の発達に伴い、これまでも医療機関において多様な情報機器が取り入れられて、様々な
面で医療に寄与してきている。病院内で電子カルテ自体も導入が進みつつあるが、現時点では、
記録して残すというレベルにとどまっている。そして、介護では介護記録の電子化も記録レベル
にとどまっているのが現状である。医療記録データの解析は従来の医療行為を改善する可能性
が高く、介護記録の解析も介護業務を改善する可能性が高い。 
しかし、電子化された介護記録の研究は少なく、本研究の先導性は高いと確信する。特に、介護
記録の解析は情報学的にみても新規性が高いと言える。さらに、介護ライフログをデータ処理技
術に適用し、医療専門家と協働で、医療行為の改善、高度化しようという試みは極めて挑戦的で
あると同時に、有用性も高く、従来とは異なるデータ処理技術の発展も期待できる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、電子介護記録システムには標準化された介護記録用辞書が必要である。本研究
の目的は、要介護度に対応した電子介護記録作成を可能にする介護記録用辞書の開発に取り組
む。介護老人保健施設の現場で生じる膨大な介護記録データ(以下、介護ライフログ)を集積し、
その内容の分析（テキストマイニング）を実施する。分析後、テキストマイニング結果と個々の
要介護度の関係を整理し、記録内容と介護内容を比較検討することで、介護記録用語の標準化辞
書を作成する。 
この辞書を用いて、介護情報基盤整備を行う。介護情報基盤を構築することで、介護福祉士、看
護師、医師の医療従事者が持つ介護と医療知識を多職種間で共有し活用することが可能となる。
知識の共有・活用により、多職種間の協同で行う効果的な介護・医療を実施できる具体的なガイ
ドラインも構築することであった。 
 
３．研究の方法 
当初は介護ライフログのテキストデータマイニングのテキストマイニングを行い、介護記録辞
書を作成することを初年度、次年度は作成した辞書を、介護実務者と検討しながら介護キロ記録
用語の標準化辞書を作成する予定であった。 
しかし、新型コロナ感染症による対人接触・移動の自粛により、次年度からは上記の方法は困難
となった。そのため、介護実務者との対面をネットミーテイングで行うとこととしたが、観察対
象施設が入所介護から通所介護になり、新たなデータと介護実務者との検討も困難になった。こ
の結果、当初の標準化辞書作成の目標は達成できなくなった。令和 2 年度以降は抽出したデー
タを用いて介護の標準化に必要な介護行為の必須パターンを選別することを新たな目的とした。
そのための手法としてパターンマイニング（シーケンシャルパターンマイニング）を用いること
になった。 
 
４．研究成果 
平成 30 年度は要介護度に対応した電子介護記録作成を可能にする介護記録用辞書の開発であ
る。当該年度の計画では、介護老人保健施設の現場で生じる膨大な介護記録データ(以下、介護
ライフログ)を集積し、その内容の分析（テキストマイニング）を実施することであった。介護
記録からのデータ抽出は宮崎大学医学部付属病院が運営管理している宮崎市立田野病院に併設
されているさざんか苑の介護記録を用いて行った。 
介護記録のテキストマイニングは次年度の要介護度に対応した標準的介護記録辞書のベースと
なる仮説辞書を構築するのに必要であり、その手法の検討結果を第 38 回医療情報学連合大会で
発表した。この発表では、介護ライフログに適用することによって、介護記録の分析を行い、そ
の結果について介護行為を可視化する手法、あるいは介護行為を検証する手法について検証で
きた。この成果を発展させて、介護職員が有する可視化されていない介護知識を可視化するテキ
ストマイニング手法の開発を発表した（International Multi-Conference of Engineers and 
Computer Scientists 2019 in Hong Kong）。当該年度でボトルネックとしたデータの匿名化で
ある。匿名化は宮崎大学医学部付属病院での実績もあり、匿名化処理は終了した（この研究も倫
理委員会の承認を得ている）。 
 初年度の進捗はおおむね順調に進展していた理由を下記に示す。初年度の研究計画では、以下
の 2 点の達成を目的とした。介護ライフログ作成に必要なデータの抽出と抽出したデータをテ
キストマイニングで解析であった。順調に進展している理由は、30 年度の成果を国内と国外の
学会に発表したことである。しかし、介護記録からデータを抽出したが、その内容を客観的に評
価できる介護保険記録のデータと組み合わせた解析手法が必要なことが判明した。異なるデー
タベース間を横断できる解析手法の開発を試み、その成果を国内で発表した。新たに開発した解
析手法は次年度以降の研究に有効なツールとなる可能性が高い。ただ、介護記録はアナログデー
タであり、テキストマイニングで使えるデジタルデータに変換する作業が自動的に行えない問
題もあり、データ量を効率的に増やすことが次年度の研究成果に影響することが課題としてあ
がった。この課題については研究分担者とともに解決する方向（スキャン取り込みの精度を上げ



る）で取り組んでいた。 
31 年度は 30 年度の成果より、抽出したデータをテキストマイニングによる解析の精度高くし、
仮説辞書の完成度を高くするため、辞書の内容を介護業務の実務者と検討する作業がこの年度
の重要なプロセスである。しかし、今年の 1 月後半からの新型コロナウイルス感染症の影響に
より介護実務者と検討が十分に行えなかった。この結果、業務内容と整合性が合致した用語を仮
説辞書から抽出し、当該年度の目標である標準的介護記録辞書を構築の進捗が遅れている。この
遅れにより、構築過程で用語と業務内容を整合させる手法を可視化し、辞書改正手法のガイドラ
イン作成の進捗も遅れ予算として、30 年度は標準的介護記録辞書作成用のサーバー機能を持つ
パソコンの購入と成果発表のための旅費を想定していたが、研究の進捗が進み、国外での成果発
表を実施し、次年度の予算より 50 万の前倒し請求を行った。ている。次年度は新感染症の影響
を最小にする研究手法の開発が重要であることが判明した。 
 
31 年度の研究進捗はやや遅れている。その理由として、当初の予定通りに仮説辞書の初稿は完
成し、仮説辞書内容の精度を高め、客観的に評価できるシステムの開発が進んでいるが、 
仮説辞書の完成度を上げるための介護実務者との検討作業が進んでいない状態である。 
仮説辞書の成果として、学会発表や論文投稿の実績がある。特に異なるデータベース間での解析
手法は順調であり、パターンマイニングを用いるデータ解析により、データから、一連の業務プ
ロセスの可視化が可能になった。成果を用いて介護実務者との検討は今年の 1 月後半からの新
感染症の影響により、進まなかったことが理由である。 
この遅れによって構築過程で用語と業務内容を整合させる手法を可視化し、辞書改正手法のガ
イドライン作成も遅れている。この対策としてネットワークを利用する検討会を行った。しかし、
個々の事例で細かい検討は対面手法が有効であり、新感染症が早期に収斂できなければ、対面に
よる検討会と同等の効果が得られる手法の開発が求められると考える。当該年度では、介護記録
のテキストマイニングの成果を外国発表する予定であった。しかし、昨年度に目標が達成できた
ため、当該年度での外国発表は行わなかった。 今後の研究方策として、来年度は最終年度であ
り、標準的介護記録の実装版の作成を行いそれを実装する電子介護記録システムの要件設定で
ある。さらに運用に必要なガイドラインの作成である。このためには、さざんか苑との実務者と
の十分な検討時間が必要であった。実務者と検討できるコンテンツは完成したが、新感染症の影
響で検討の進捗が遅れている。 
この遅れを取り戻すため、施設内での検討でなく、施設外での検会を行う予定であった。31 年
度の予算として、成果発表の旅費を計上していたが、新型コロナ感染症による、外出の自粛要請
のため、研究成果発表の旅費は使われていない。この余った旅費等を使用し、実務者との施設外
検討会の開催の実施に伴う機器の一部を購入した。 
 
 令和 2 年度の当初計画では、介護老人保健施設の現場で生じる膨大な介護記録データ(以下、
介護ライフログ)を集積し、その内容の分析（テキストマイニング）を実施することであった。
介護記録からのデータ抽出は宮崎大学医学部附属病院が運営管理している宮崎市立田野病院に
併設された、さざんか苑で記録されている介護記録を用いる予定であった。その成果を初年度で
発表した。しかし、新型コロナ感染症による行動制限により、平成 31 年の 1 月後半からの介護
実務者との検討が十分に行えなかった。この結果、業務内容と整合性が合致した用語を仮説辞書
から抽出し、当該年度の目標である標準的介護記録辞書の構築する予定が遅れた。この遅れによ
り、構築過程で用語と業務内容を整合させる手法を可視化し、辞書改正手法のガイドライン作成
も困難であった。 
令和 2 年度は新感染症の影響を最小にするため、ネットミーテイングによる介護実務者との協
議による業務内容と整合性が合致した用語を仮説辞書の構築を予定していた。しかし、令和 2 年
4 月より、さざんか苑の介護方針が、施設介護から在宅介護支援に変更され、リハビリテーショ
ンを中心とする介護内容の変更があった。このため、従来の介護用語と異なる語彙が使われてい
るため、今までの研究で蓄積された介護記録辞書では、対応が困難になった。研究成果として、
英語論文として、3 本、日本語論文として 4 本を発表した。 
進捗が遅れた理由として、理由として以下の 2 点がある。 
新型コロナ感染症の行動制限により、介護施設への訪問や介護実務者とのミーテイングが困難
であった。そのため、仮説介護記録辞書から実務的介護記録辞書の構築ができなかった。 
対象施設であるさざんか苑は、令和 2 年 4 月から、入所による施設介護から、リハビリテーシ
ョンを中心とする在宅介護に介護方針を変更した。変更により、入所介護で蓄積した記録データ
の内容と大きく異なる語彙を含む記録がデータとなった。本研究では、入所施設で用いられる電
子介護記録に必要な辞書作成であった。今後の研究方策として、令和 2 年度で研究を終了する
予定であったが、46 万円の未処理の予算が残った。これを用いて、リハビリテーションを中心
とした在宅支援の介護辞書の作成を考慮したが、新型コロナ感染症に対応するワクチン接種は
令和 3 年末までの時間を要する。この期限では、リハビリテーションを中心とした在宅介護の
電子記録に必要な介護辞書作成は困難である。このため、令和 3 年度まで延期した予算を用い
て、初年度に構築した仮説辞書と、その収集に用いた記録を最新のテキストマイニングで処理し、
仮説辞書内容と介護記録との整合性を確認する計画である。この手法を確立することで、介護記
録から介護辞書作成の精度を向上させることが可能であると考えていた。 



予算については、新たな研究手法の打ち合わせでの旅費、ネットミーテイングに必要な機器を購
入した。新型コロナ感染症により、進捗が遅れたため、令和 3 年度を研究最終年度とするため
に、繰越金を 46 万とし、新たな研究方法に必要な予算とした。 
 
令和 3 年度は研究最終年度であり、新型コロナ感染症による行動制限により、平成 31 年の 1 月
後半から令和 4 年 2 月末までの期間で、介護実務者との検討が十分に行えなかった。この結果、
業務内容と整合性が合致した用語を仮説辞書から抽出し、当該年度の目標である標準的介護記
録辞書の構築する予定が遅れた。同じように構築過程で用語と業務内容を整合させる手法を可
視化し、改正手法のガイドライン作成も困難でとなった。 
これに対応して令和 2 年度から新感染症の影響を最小にするため、ネットミーテイングによる
介護実務者との協議による業務内容と整合性が合致した用語を仮説辞書の構築を予定していた。
それに対応する機器も購入した。しかし、令和 2 年 4 月より、さざんか苑の介護方針が施設介
護から在宅介護支援に変更し、リハビリテーションを中心とする介護内容の変更があった。これ
により従来の介護用語と異なる語彙が使われているため、今までの研究で蓄積された介護記録
辞書では対応が困難になった。 
令和 3 年度まで延期した予算を用いて、初年度に構築した仮説辞書と、その収集に用いた記録
を最新のテキストマイニングで処理し、仮説辞書内容と介護記録との整合性を確認する計画で
ある。この手法を開発した。この成果を英語論文 4 本、日本語論文 2 本を令和 3 年度に発表し
た。予算としては新たな手法に必要なパソコンと解析者とのネットミーテイングに必要な機器
を購入した。 
 
本研究で得られた成果として、当初は要介護度に対応した電子介護記録作成を可能にする介護
記録用辞書の開発であった。当該年度の当初計画では、介護老人保健施設の現場で生じる膨大な
介護記録データ(以下、介護ライフログ)を集積し、その内容の分析（テキストマイニング）を実
施することであった。平成 30 年度はデータを抽出できたが、新型コロナ感染症の影響で介護従
事者と対面での辞書改正手法のガイドライン作成も困難であった。ネットミーテイングによる
介護従事者との協議も進展しなかった。このため抽出したデータを用いた介護の語彙分析を行
い、それ以降は新型コロナ感染症により、研究手法を変更した。 
その結果、抽出したデータをデータマイニング（シーケンシャルパターンマイニング）の手法で
解析した。この解析法を用いることで時系列的に介護の必須パターンを得ることが可能となっ
た。必須パターンを得ることで、今まで困難とされていた介護の標準化が可能となることを示唆
できたことに学術的に意義がある。介護が標準化されることで、人・モノ・金の適正化を推進で
きる社会的意義もある。その成果を発表した。論文として、英語論文として 7 本、日本語論文と
して 10 本を発表した。 
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